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§３ 糸満市の産業振興の方向性 

 

 糸満市及び周辺地域を取り巻く社会環境が大きく変化していることを踏まえ、糸満市

の産業振興の方向性について考えます。 

 

①糸満市の産業課題 

 糸満市の製造業は食料品の比重が高く、また比較的規模の大きい事業所が多いものの、

新規参入の受け皿であった糸満工業団地の用地はすでに完売し、新たな企業誘致のため

の一団の土地はない状況にあります。 

 一方、商業については、那覇市や豊見城市等に立地する大型商業施設等の影響により、

消費者の市外流出の動きが続いているものと考えられます。 

平成 27 年の完全失業率は 6.9％で、沖縄県全体（6.3％）を上回っています。また、

南部の各市と比較して最も高い数値となっています。 

 

※「沖縄県・市区町村別統計表（国勢調査）-平成 27 年」より 

 

②産業振興に寄与する社会環境等 

 ・国道 331 号豊見城道路・糸満道路の開通による那覇空港及び那覇港へのアクセ

ス性が格段に向上し、産業立地のポテンシャルが高まっています。 

・糸満市は、平成 26 年から「国際物流拠点産業集積地域」に指定され、優遇税制（国

税、関税、地方税）が適用されるようになり、企業立地に適した環境となっていま

す。 

・沖縄県は、入域観光客数が平成 29 年（暦年）に初めて 900 万人を突破する等、入

域観光客数・観光収入が急伸傾向にあり、観光産業は好調であると言えます。 
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・糸満市は、南部の中では宅地の割合が低く農地等の占める面積が大きいことから、

国の農地に対する規制緩和が進むことにより、原則不許可となっていた第１種農

地、農用地区域内農地についても、新たな産業の受け皿となる用地確保の可能性

が高くなっていくものと考えられます。 

 

上記のような状況から、糸満市において新たな産業の受け皿となる用地確保の可能

性や、当該用地への企業誘致の可能性が拡大していると考えられます。 

 

③沖縄 21 世紀ビジョン（改定計画）における南部圏域の展開 

 本基本構想の上位計画として位置付けられる「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画（改定

計画）」では、南部圏域の今後の展開の基本方向として、「個性豊かで魅力あふれる基幹

都市圏の形成」の中で「人的・物的交流拠点の機能強化」を、また、「圏域の特色を生

かした産業の振興」の中では「那覇空港及び那覇港を基軸とした国際物流拠点の形成」

を図り、「臨空・臨港型産業の振興と産業イノベーションの推進」が掲げられています。 

 

④広域的役割をも踏まえた糸満市の産業振興の方向 

 糸満市は、人・モノ・資金の集散・流通量が集中している南部圏域の外縁部に位置し、

那覇空港及び那覇港等へのアクセス性が高い場所にあります。そのような状況を踏まえ、

糸満市の産業の方向性について下記のように考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流拠点産業集積地域を形成することにより、定住促進、雇用の拡大と安定、産業振

興、税収の増加等に寄与するものと考えます。 

 

 

＊流通・物流が集中する南部圏域の都市として、物流拠点産業集積地域を形成し

ます。（人、モノ、資金、情報等が円滑に交流し、共生するための拠点づくり） 

＊沖縄県における成長のエンジン「移出型産業」の育成と成長の翼「域内産業」

の活性化を図るため、物流拠点産業集積地域を形成します。 

＊糸満市内における企業誘致の受け皿として、物流拠点産業集積地域を形成しま

す。 




